
南
富
良
野
大
乗
会
に
経
営
移
譲
し
、

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
く
る

み
園
は
、
介
護
保
険
施
設
で
な
い

こ
と
か
ら
採
算
性
を
考
慮
し
、
業

務
委
託
と
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
従

来
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

変
わ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
に
対
す
る
介
護
予
防
事
業

な
ど
地
域
支
援
事
業
を
推
進
し
、

要
支
援
・
要
介
護
な
ど
業
務
の
適

正
な
執
行
と
、
自
立
し
た
生
活
を

送
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
な
ど
、

総
合
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

拠
点
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
の
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
開
設
し
、
高
齢
者
へ
の
総

合
相
談
支
援
体
制
の
確
立
を
図
る

た
め
、
町
保
健
福
祉
課
を
配
置
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
も
移
設
し
て

い
た
だ
き
、
保
健
福
祉
推
進
機
能

を
集
約
し
、
よ
り
質
の
高
い
地
域

性
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、

「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称
し
、

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
拠
点

施
設
の
改
修
を
図
り
、
利
用
者
の

利
便
性
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
る
教
育
委
員
会
事
務

局
に
つ
い
て
は
、
役
場
庁
舎
内
へ

移
転
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
の
た
め
、

本
年
度
、
施
設
の
改
修
な
ど
に
必

要
な
所
要
の
予
算
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
者
の
地
域
生
活
と
就
労
を

進
め
、
自
立
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
障
害
者
基
本
法
の
理
念
に
の
っ

と
り
、
障
が
い
種
別
ご
と
の
法
律

制
度
を
一
元
化
し
た
「
障
害
者
自

立
支
援
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
障
が
い
者
種
別

ご
と
の
施
設
体
系
が
、
６
種
の

「
日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス
」
施
設
と

し
て
再
編
さ
れ
、
障
が
い
種
別
に

関
係
な
く
身
近
な
施
設
の
利
用
が

可
能
と
な
る
な
ど
、
障
が
い
者
の

自
立
支
援
へ
の
取
り
組
み
が
加
速

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
伴

い
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑

に
提
供
で
き
る
よ
う
本
町
の
「
障

が
い
者
計
画
」
お
よ
び
「
障
が
い

福
祉
計
画
」
を
本
年
度
中
に
策
定

す
る
よ
う
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。以

上
申
し
上
げ
ま
し
た
重
点
施

策
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

諸
情
勢
の
変
化
を
見
極
め
町
議
会

や
町
民
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ

く
中
で
、
庁
内
の
横
断
的
な
連
携

に
十
分
留
意
し
、
効
果
的
・
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
第
４
次
総
合
計
画
を
推

進
す
る
本
年
度
の
主
要
事
業
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
自
然
環
境
や
景
観

の
保
全
、
自
然
の
活
用
を
め
ざ
す
、

う
つ
く
し
の
南
富
良
野�
瑞
々
し

い
自
然
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す

 

。

□
自
然
環
境
の
保
全

　

近
年
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問

題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
国
内
に
お

い
て
も
自
然
環
境
の
保
全
活
動
が
、

官
民
一
体
と
な
り
各
地
で
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
は
、
水
と
緑
豊
か
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、

教
育
や
観
光
の
上
で
も
活
か
さ
れ

て
お
り
、
自
然
環
境
の
保
全
活
動

や
そ
の
必
要
性
を
よ
り
多
く
の

人
々
に
広
め
て
い
く
こ
と
は
、
本

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要

で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
、
フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ

ン
記
念
植
樹
祭
、
北
海
道
日
本
ハ

ム
球
団
現
役
プ
ロ
野
球
選
手
を
招

い
て
の
ア
オ
ダ
モ
記
念
植
樹
祭
や

野
球
教
室
、
滝
川
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
と
の
水
源
の
森
創
造

交
流
会
を
開
催
し
、
自
然
環
境
の

保
全
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
・
林
業
・
商
工
鉱

業
な
ど
、
個
性
と
工
夫
に
あ
ふ
れ

る
地
域
産
業
を
め
ざ
す
、
に
ぎ
わ

い
の
南
富
良
野�
誇
れ
る
産
業
の

ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

□
農
業
の
振
興

　

国
は
、
農
業
者
の
減
少
と
高
齢

化
に
よ
る
生
産
構
造
の
ぜ
い
弱
化

や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、

社
会
構
造
の
変
化
と
「
安
全
・
安

心
、
ゆ
と
り
や
安
ら
ぎ
、
健
康
」

と
い
っ
た
国
民
の
意
識
や
価
値
観

の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
全
般
に

わ
た
る
改
革
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。

　

新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
で
は
、

平
成　

年
度
か
ら
実
施
す
る
経
営

１９

所
得
安
定
対
策
等
大
綱
が
決
定
さ

れ
、
経
営
感
覚
に
優
れ
た
農
業
の

「
担
い
手
」
の
確
保
や
経
営
基
盤

の
強
化
な
ど
が
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
事
項
と
し
て
明
確
に
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

本
町
の
担
い
手
や
農
地
の
有
効

利
用
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
て

は
、
生
産
者
や
ふ
ら
の
農
協
、
農

業
団
体
と
十
分
連
携
を
図
り
農
業

経
営
基
盤
の
確
立
を
め
ざ
す
中
で

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
に
配
慮
し
た

温
室
の
農
作
物
栽
培
施
設
や
生
産

体
制
な
ど
、
新
た
な
施
策
も
模
索

し
て
ま
い
り
ま
す
。

う
つ
く
し
の
南
富
良
野

瑞
々
し
い
自
然
の
ま
ち

に
ぎ
わ
い
の
南
富
良
野

誇
れ
る
産
業
の
ま
ち
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本
年
度
事
業
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
新
規
作
物
導
入
事
業
・

地
力
増
強
事
業
・
農
地
融
雪
促
進

事
業
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
事
業
に
取
り
組
み
、
農
業

情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
負
担

金
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
対
策
で
は
、
対
策
協
議
会
に
対

す
る
負
担
金
の
ほ
か
、
ふ
ら
の
農

協
が
実
施
す
る
コ
ン
テ
ナ
の
殺
菌

洗
浄
施
設
お
よ
び
車
両
洗
浄
施
設

の
整
備
費
に
対
し
て
、
所
要
の
予

算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
産
物
や
生
産
資
材
の
搬
出
道

路
の
整
備
と
い
た
し
ま
し
て
、
ふ

る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
に
よ

り
町
道
北
落
合
４
号
線
を
整
備
す

る
た
め
、
本
年
度
は
測
量
設
計
費

の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

特
定
中
山
間
保
全
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

国
（
旭
川
開
発
建
設
部
）
に
お
い

て
北
落
合
地
区
の
調
査
が
行
わ
れ
、

平
成　

年
度
に
は
全
体
実
施
設
計
、

１９

翌
年
の
平
成　

年
度
か
ら
農
用
地

２０

な
ど
の
基
盤
整
備
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

酪
農
関
係
で
は
、
本
町
の
酪
農

生
産
者
が
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
や

経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
飼

料
生
産
基
盤
の
整
備
や
畜
舎
の
整

備
を
農
業
開
発
公
社
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
整
備
す
る
た
め
に
は
、

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
、
町
が

債
務
負
担
を
保
証
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
措
置
を
い

た
し
ま
す
。

□
林
業
の
振
興

　

次
に
、林
業
の
振
興
で
あ
り
ま
す

 

。

　

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
、
保
健

休
養
の
場
の
提
供
な
ど
多
面
的
な

機
能
の
持
続
的
発
揮
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
現
に
人
々
の
生
活
基
盤

を
な
す
社
会
資
本
と
し
て
、
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
森
林
を
守
り
育
て
て

き
た
林
業
は
、
依
然
と
し
て
国
産

材
需
要
の
停
滞
と
価
格
の
一
層
の

低
迷
か
ら
引
き
続
き
厳
し
い
状
態

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
林
業
従
事
者
の
減
少
や

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
な
ど
か
ら

地
域
林
業
生
産
活
動
が
停
滞
し
、

こ
れ
に
伴
い
管
理
の
不
十
分
な
森

林
が
増
大
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
は
、
総
面
積
の
約　

％
を

９０

占
め
る
広
大
な
森
林
を
有
し
て
お

り
、
町
有
林
や
民
有
林
の
適
正
な

管
理
と
育
成
に
対
し
、
所
要
の
施

策
を
進
め
る
中
で
森
林
資
源
の
維

持
や
地
域
林
業
生
産
活
動
の
活
性

化
を
め
ざ
し
、
森
林
環
境
の
整
備

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と

も
に
、
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
公
共
施
設
で
の
利
用
に
つ

い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
度
事
業
は
、 
無
立
木
地 
の

む
り
ゅ
う
ぼ
く
ち

解
消
や
複
層
林
・
高
齢
人
工
林
の

間
伐
推
進
を
重
点
的
に
進
め
る
こ

と
と
し
、
町
有
林
は
、
除
間
伐
事

業
・
樹
下
植
栽
事
業
や
下
刈
事
業

な
ど
、
緑
資
源
機
構
分
収
造
林
事

業
を
併
せ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

民
有
林
の
振
興
は
、
本
年
度
よ

り
補
助
対
象
林
齢
を
拡
大
し
て
除

間
伐
促
進
事
業
を
継
続
し
、
作
業

路
新
設
事
業
な
ど
の
予
算
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
森
林
施
業
の
実
施
に
必

要
な
地
域
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
森
林
整
備
地

域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
に
取
り

組
む
ほ
か
、
森
林
管
理
道
狩
勝
線

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

道
代
行
事
業
は
、「
落
合
お
よ

び
幾
寅
地
区
町
民
憩
い
の
森
」
の

森
林
整
備
や
、
北
落
合
地
区
治
山

事
業
お
よ
び
森
林
管
理
道
湖
畔
線

開
設
工
事
が
継
続
事
業
と
し
て
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
有
林
治
山
事
業
と
し

て
、
下
金
山
地
区
東
郷
地
先
の
道

有
林
で
災
害
復
旧
治
山
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
４
次
総
合
計
画
「
ま
ほ
ら
の

郷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
計
画
し
て

お
り
ま
す
「
ま
ほ
ら
の
水
」
に
つ

い
て
は
、
北
落
合
地
区
（
王
子
の

森
）
伏
流
水
を
観
光
施
設
な
ど
で

飲
用
に
利
用
す
る
た
め
、
水
質
変

化
の
検
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

□
商
工
鉱
業
の
振
興

　

次
に
、
商
工
鉱
業
の
振
興
で
あ

り
ま
す
。

　

町
内
の
商
工
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
に

伴
う
購
買
力
の
減
少
や
消
費
の
多

様
化
、
価
格
競
争
に
よ
る
町
外
へ

の
購
買
力
流
出
な
ど
、
個
人
消
費

に
関
す
る
町
内
の
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

更
に
は
、
公
共
事
業
の
削
減
や
住

宅
建
設
な
ど
の
民
間
投
資
の
抑
止

傾
向
も
加
わ
り
、
商
工
業
全
体
と

し
て
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

更
に
、
国
の
中
小
企
業
基
本
法

な
ど
関
係
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

中
小
企
業
の
全
体
的
な
底
上
げ
政

策
か
ら
「
創
業
」「
経
営
革
新
」
支

援
へ
と
転
換
さ
れ
、
商
工
会
の
事
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